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第２３７０例会（2022・5・27）報告
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１．点 鐘
２．ロータリーソング
３．来訪者紹介
４．米山奨学金贈呈
５．会長の時間
６．幹事報告

７．食 事
８．委員会報告
９．卓 話 米山奨学生 ダオ･スアン･トゥン君

１０．点 鐘
１１．ロータリーソング

◆ビジター
米山奨学生＆桐生西ＲＡＣ幹事 ダオ･スアン･トゥン君

◆米山奨学金贈呈

新規米山奨学生
ダオ･スアン･トゥン君へ
６月分の米山奨学金を
贈呈しました。
トゥン君の奨学期間は
来年３月迄です。

◆会長の時間 髙森会長
１．先週の日曜日にＩＭが無事開催できました。皆様の

ご協力があってこそと感謝申し上げます。終了後、坪
井ガバナー補佐が足立ガバナーとご歓談をされた際、
ガバナーから大変良いＩＭであったとお誉めの言葉を
頂いたそうです。短時間に濃縮された非常に実りのあ
る良い事業が出来たと思います。

２．ＩＭの前日２１日(土)に地区研修･協議会が開催され
ました。次年度も女性ネットワーク委員長を務めて頂く
浦野会員が委員会の事業計画を発表されました。また、
当クラブが坪井年度のロータリー財団拠金の実績により、
「１００％ロータリー財団寄付クラブ」、「Every Rotarian, Every
Year」、「End Polio Now」の３つの賞を受賞しました。
その表彰品を回覧致しますのでご覧下さい。当日は、
東郷会長エレクトはじめ出席された皆様ご苦労様でした。

３．明日、桐生赤城ＲＣ創立２５周年記念式典が桐生地
場産業振興センターで開催されます。坪井ガバナー補
佐と私と小林幹事の３名で出席致します。また桐生３ＲＣ
でお祝いにお花と祝電を贈ることになっております。

４．明後日２９日(日)に友好クラブの栃尾ＲＣさんと親睦

ゴルフを行うことになりました。場所は長岡カントリー

倶楽部で当クラブから１２名が参加致します。河内ゴ

ルフ部長には車の手配など色々お世話になります。

５．今年度も通常例会が本日を含めて３回になりました。

拠金目標額を全員が達成できますよう、各自で現況

をご確認頂き、ご協力をお願い致します。

◆幹事報告 小林(聡)幹事
◇２０２２-２３年度地区会員必携と地区バッジ、地区大会

のリーフレットを配布致しました。
◇桐生タイムスに掲載されたＩＭ記事･ＩＭ広告をコピー

して各テーブルに配布致しました。
◇例会変更のお知らせ

伊勢崎東ＲＣ 6/13､6/27(休) 前橋北ＲＣ 5/30､6/20､6/27(休)
◇クラブ会報の到着

桐生ＲＣ 5/16
◆食事メニュー

茄子の煮浸し､蕗の煮物､焼穴子､はじかみ生姜､白飯､
卵焼き､ポテトコロッケ､豚肉の生姜焼き､生野菜､
オニオンスープの帆立貝味､香の物､パイナップル

◆委員会報告
□クラブ運営委員会
◇出席報告 山同出席担当

会員総数５２名 （出席免除者１０名の内８名出席の為）
出席率対象者５０名、 出席率対象者出席人数３３名
欠席者１７名(内前メイク７名) 出席率８０.００％
前々例会修正出席率８８.００％ (最終欠席者６名)

□拠金委員会
◇ニコニコＢＯＸ 早川拠金委員

トゥン君､卓話よろしくお願いします 前原君､坪井君
トゥン君､卓話楽しみにしています 江原君
火事見舞ありがとうございました 津久井君
３回目コロナワクチン行ってきます 青山(桃)君
もうすぐ梅雨ですね！カラッとした日が恋しい 野田君
リサイクル募金ご協力ありがとうございます 舩戸君
金毘羅さんへ行ってきました 小林(恵)君

◇ロータリー財団 早川拠金委員
トゥン君､卓話よろしくお願いします 坪井君
火事見舞ありがとうございました 津久井君
髙森年度もあと１ヶ月です｡あっと言う間でした 野田君
草だらけの畑がやっと草が生えている所が２割位に
なりました 舩戸君

◇米山ボックス 早川拠金委員
トゥン君､卓話よろしくお願いします 坪井君
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火事見舞ありがとうございました 津久井君
畑の除草があと２割程になりました 舩戸君

□米山カウンセラー 前原榮一パスト会長
トゥン君のカウンセラーを務めることになり、皆様

に一つお願いがあります。コロナ禍で留学生のトゥン
君達は人とのコミュニケーションがとりずらい状況が
続いています。そこでクラブの皆さんと親しくなれる
様に月２回を目安に例会に出席してもらい、クラブ運
営委員さんのお手伝いや、座る場所も色々なテーブル
にしてもらう事にしました。皆様、トゥン君を宜しく
お願い致します。

卓 話

新規米山奨学生
＆桐生西ＲＡＣ幹事

ダオ･スアン･トゥン君

「自己紹介」

u名 前︓DAO XUAN TUNG（ダオ スアン トゥン）
u⽣年⽉⽇︓１９９８年９⽉１３⽇（２３歳）
u出 ⾝︓ベトナム
u来 ⽇︓２０１９年４⽉
uベトナムの⼤学︓ハノイ⼯科⼤学
u⼤ 学︓群⾺⼤学（３年⽣に編⼊し現在修⼠２年）
u学 科︓機械知能システム理⼯学科
u趣 味︓ウオーキング、サッカー、ゲーム

私が生まれた所はベトナム北部のタイビン県で、穏
やかな田舎です。山が無く海に面していて平野です。
海はきれいではなく鉱物も殆どないので、海外からの
投資は望めません。農業が盛んでベトナムの多くの米
はタイビン県で採れます。人口１８７万人と多く、高校卒
業生は毎年１.９万人おり、卒業した学生の多くが日本、
韓国、台湾、中国に技能実習生や留学生として海外に
出ています。最近では人口が多く賃金も安いので日本、
韓国、中国の会社や工場が増えてきています。お寺や
お城など歴史的建造物はありますが、特に有名な観光
地はありません。

名物は「カンカ」で一見
フォーに似ていますが味が
全然違いますので、是非一
度食べてみて下さい。「バン
カ」は私の生まれた所しか
ない食べ物です。お米と豆、
生姜、人参で出来ていてお
茶と一緒に休憩やおやつの
時に食べています。「グアバ
果実」は日本でもお馴染みかと
思いますが、タイピン県のは大
きくて重いのが特徴です。最後
に「ルオイ」です。これはウナ
ギに似ていますが小さくて栄養
がある動物です。プンと食べる
と美味しいです。値段も高くて
１kg６,０００円でも買えないことが
あります。

次に私が日本に来た理由をお
話します。私は小さい頃から機械エンジニアになりた
いと思っていました。テレビ等で日本が車やロボット
などの先進技術が優れている国だと知り、日本への留
学を決めました。日本の文化にも興味があり、日本の
おもてなしの心や観光地、礼儀正しい日本人の性格の

《次例会予告》

６月１０日(金) 早朝健康診断結果報告

健康管理担当 野田真一郎君
６月の出席１００％表彰、誕生･結婚祝い

素晴らしさなど耳にして、一度は日本で生活してみた
いと思いました。最終的には自分自身へのチャレンジ
精神からだと思います。貧しい所に生まれたので、海
外に出て努力して学び成長することが成功に繋がる道
と考え、それには留学する事だと思いました。

具体的に日本に来て習得できた事は、
u ⾃分の国より先進国⽇本の教育制度、⽇本⼈の⽂化
に触れて、良いことを学んだ。

u 日本人、外国人の友達ができて、世界が広がった。
u 日本で就職できたので、もっと勉強できて、日本の
生活を体験できる。

u ⽶⼭奨学⽣に選ばれて、桐⽣⻄ロータリークラブの
⽴派な社⻑さん達と知り合えて、貴重な体験やアド
バイスを頂ける。他の奨学生とも出会えた。
これまでに訪れた日本の場所は、ここ桐生市と、２年

前位に奈良県に行きました。桐生市も四季折々の風景
が綺麗なまちだと思います。奈良は有名な観光地で東
大寺など日本の歴史が感じられて素晴らしいと思いま
した。今年のお正月は長野県松本市に行きました。初
めてお城をみて感動しました。その時初めてスキーも
体験しましたが吹雪で大変でした。そして５月７日の桐
生西ＲＣ春の親睦旅行に誘って頂いて、成田空港近くで
飛行機を見たり成田山新勝寺を見学できたりと、とて
も楽しかったです。ありがとうございました。

最後に将来の予定についてお話します。
u ⽇本で働いて、⽇々努⼒して成⻑し続け素晴らしい
エンジニアになる

u ⽇本の各地に⾏って観光地を訪ね⽣活を体験する。
u 両国のかけ橋になり、より良い関係を築きたい。
u ロータリの方々のように、会社を持ちたい。

以上です。ご清聴ありがとうございました。

６月は“ロータリー親睦活動月間”です。

大間々高校へ感染症対策物品を寄贈
５月２３日(月)午後３時３０分に、髙森会長･小林(聡)幹

事･河内地区ＩＡ委員･早川ＩＡ担当･堀江女性クラブリー
ダーの５名が大間々高校さんを訪問して、感染症対策
物品「アクリルパネル９枚」を寄贈して参りました。

これは、地区女性ネットワーク委員会(浦野幸子委
員長)と地区インターアクト委員会の共同事業で、今
年度コロナ禍により本来の活動が制約されてしまった
為、地区内のインターアクトクラブを推奨している高
等学校１７校へ、各々必要な感染症対策物品を選んで頂
いて、提唱ロータリークラブが仲介して寄贈を行うと
いう事業です。

当日は高橋校長先生、委文教頭先生、ＩＡ顧問の網中
先生にお立ち会い頂いて、お届けして参りました。


